
実

第
四
巻
　
　
紹

介

駿
態
）
「
土
地
ご
其
利
用
」
「
農
莱
」
「
工
策
」
「
交
題
機
署
し
を
詳
説
¢
り
Q

内
　
容
よ
り
云
は
一
い
獄
畢
ろ
「
棄
｛
鳳
梅
の
酒
旗
」
　
“
」
鷹
脚
す
べ
き
書
塚
」
り
。
墾
地
鳳

る
欝
欝
に
澄
し
イ
低
地
奮
痕
郊
の
研
究
ほ
諜
あ
る
謝
讐
し
て
、
將
氷

著
者
の
碧
手
を
欝
れ
ん
こ
ず
∩
・
此
種
り
研
究
ほ
本
邦
に
イ
、
に
未
開
拓
ド
騰
ぜ

し
を
蓮
に
か
、
る
麗
り
だ
ろ
研
究
を
饗
表
ぜ
る
碧
者
の
勢
著
ほ
膏
人
の
深
く

敬
服
す
る
所
な
り
Q
著
者
自
撮
の
寓
貫
ご
ス
グ
ツ
チ
は
印
醐
の
鮮
明
な
ろ
這

縮…

･
て
本
志
の
光
彩
を
添
へ
索
一
り
。
猴
望
薔
幻
塚
が
F
ら
大
体
二
於
い
て
晦
飾
り

氣
味
豊
玉
を
辞
む
に
葵
困
難
を
感
ず
る
は
除
り
に
善
鎚
地
理
書
の
形
式

に
囚
ほ
れ
て
砧
撹
城
、
飽
形
、
水
制
累
、
地
質
な
ご
」
癬
…
爲
を
立
て
ぬ
る
爲
薙
る
べ

し
、
蘇
に
其
研
究
油
か
現
代
の
時
季
的
魂
異
に
都
移
を
既
藷
、
て
工
業
麟
．
佐

宅
隈
、
疏
茱
栽
培
匪
、
盆
栽
樋
木
栽
培
隔
ハ
著
者
は
曲
名
を
邦
¢
・
れ
ご
）

農
業
腿
箏
こ
分
け
て
其
四
駅
を
纏
蓮
す
る
に
偏
し
、
僅
か
に
古
老
の
誰
位

猛
藤
擾
を
＋
年
乃
悪
手
年
巳
独
に
並
め
叢
る
は
如
飼
、
都
専
、
共
に
急

激
に
墾
り
ゆ
く
黙
必
地
医
の
研
究
じ
は
歴
吏
的
の
研
鐙
澹
を
適
用
す
べ
斗
、
に

は
着
る
か
O
著
盾
に
「
謬
考
詮
ッ
ベ
三
二
畏
嚇
潜
も
な
い
篇
　
、
窺
い
へ
ざ
・
も
魯
　
シ
ユ
“
リ

ユ
！
湿
声
氏
に
0
8
鴨
ぞ
鎌
ω
。
一
丁
浴
釜
。
｝
三
誇
に
鍛
剛
写
影
の
研
究
法
を

誰
じ
、
叉
…
単
碧
水
電
し
て
東
北
チ
ユ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
研
究
を
轟
煙
り
。
フ
す

二
二
ソ
ト
氏
が
～
昨
年
の
匂
Q
。
o
a
晒
ダ
○
。
o
σ
q
話
τ
皇
猷
一
竃
p
の
簑
ぎ
。
に
エ
デ

ー
ル
ご
云
ふ
ペ
ン
ェ
ン
肉
雪
中
の
一
型
谷
を
…
鋼
、
・
」
し
て
慰
し
れ
る
論
丈
も
褻

考
の
等
値
あ
q
Q
是
等
に
何
れ
も
歴
吏
的
の
研
究
油
に
依
れ
る
も
の
に
し
て

第
二
號

一
山
ハ
八
　
　
ハ
一
二
三
よ
ル
）

著
巻
の
一
際
を
煩
に
さ
ん
ε
す
。
（
大
禽
鵡
明
週
獲
行
綴
ロ
ロ
ロ
）
　
〔
下
田
冒

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
ね
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
り
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
　
り
　
　
ゃ

　
　
　
　
翻
英
文
ミ
ク
ロ
子
シ
ヤ
の
土
俗
調
査
一
門
松
村
瞭
著

　
東
京
帝
閾
大
愚
人
類
攣
敏
窒
の
著
者
が
大
正
四
年
我
が
占
領
地
糞
る
南
洋

諸
島
“
調
査
の
凋
め
禺
張
並
ら
れ
し
折
の
結
果
を
、
葉
京
帝
國
大
學
理
科
大

墨
紀
要
り
一
ご
し
で
、
繊
版
ぜ
ら
れ
し
も
の
に
係
り
，
原
題
を
0
9
・
竺
・
露
ζ
・

ε
二
詫
躍
篇
崔
。
鵬
。
二
二
曙
（
鞠
り
自
。
δ
昌
の
ω
貯
、
ε
云
ふ
、
鮮
明
な
ろ
駿
璃
版

の
圏
版
三
十
三
葉
．
眉
翠
色
劇
二
頁
大
の
も
り
一
葉
鼠
り
、
東
西
甫
力
d
サ

ン
群
島
土
人
の
各
種
土
俗
に
懐
し
、
其
の
凝
察
調
査
す
る
勝
を
艶
蓮
煙
る
明

犠
怠
る
叙
蓮
ほ
共
の
圃
版
の
豊
富
建
報
帳
ち
て
至
る
要
頗
を
蠣
・
し
れ
る
を
見

る
。
写
し
ミ
ク
罵
子
シ
や
土
俗
研
究
上
に
要
す
ろ
一
大
寄
輿
な
ろ
再
亡
バ
棄

京
帝
岡
大
學
理
科
．
雲
煙
随
行
、
債
六
一
6
）

　
　
　
　
　
の
　
む
　
　
　
　
の
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
じ
　

　
　
　
　
軸
佛
丈
　
干
島
ア
イ
ヌ
　
　
一
珊
　
　
　
　
．
烏
轟
轟
戯
著

　
是
“
亦
衷
京
雷
園
大
書
製
科
大
著
紀
婆
の
一
に
一
て
、
豊
年
馨
蒼
が
北
予

島
を
調
査
ぜ
ら
れ
し
灘
を
基
礎
製
し
、
共
擦
に
於
け
る
碑
究
の
結
果
を
集
め

瀧
に
此
の
彪
然
乳
る
剛
ゑ
ン
ぎ
。
簿
（
ぼ
ψ
鷺
3
一
（
○
琶
冨
肋
の
一
燭
を
目
す
。
肢

璃
販
及
石
版
色
…
醐
の
圃
版
籍
十
八
葉
を
故
め
、
千
島
ア
イ
ヌ
の
聯
質
，
露
語

土
俗
．
、
錫
設
等
よ
り
彼
等
の
石
器
時
代
に
關
す
る
詳
細
騒
ろ
尺
素
を
試
み
、

管
巻
の
該
同
一
契
る
曲
譜
を
披
灘
・
し
癒
の
い
就
巾
ア
イ
ヌ
語
ご
野
シ
リ
や
語
の

類
似
を
麟
げ
、
ス
〆
ル
人
．
カ
ル
デ
や
入
ε
ア
イ
ヌ
ク
シ
入
ご
の
關
係
を
想

像
・
し
．
ク
シ
（
越
翼
μ
溶
p
毒
…
月
露
、
こ
相
似
ろ
を
驚
き
、
ア
イ
ヌ
か
東
檸
の
以
繭
｛

繕

騒



6

、

西
亜
地
方
に
於
い
て
カ
ル
デ
や
地
方
の
人
種
ε
接
近
し
て
居
往
ぜ
ろ
も
の
な

る
を
蒸
け
う
が
如
き
は
、
h
ア
イ
ヌ
が
高
加
索
入
に
む
て
或
は
勺
．
9
？
翼
◎
．
象
房

ε
共
同
竣
工
を
有
す
亡
嫁
す
所
説
三
歩
を
望
め
、
ラ
ク
ー
（
サ
ー
氏
、
．
鋼

ー
ル
氏
笹
の
見
解
の
心
嚢
ミ
も
見
ろ
可
亡
○
此
の
興
味
め
る
大
隅
な
ろ
假
訊

が
疑
本
人
お
ろ
藩
者
に
よ
嚇
て
唱
道
煙
ら
れ
れ
る
に
、
擬
人
の
最
も
注
意
厄

ん
ε
欲
す
ろ
厨
に
し
て
、
蒔
機
を
穏
て
苔
人
の
之
に
關
で
る
態
度
を
朋
に
す

る
所
あ
る
可
こ
○
要
す
る
に
近
時
に
於
け
る
日
野
人
種
學
考
古
墨
土
の
一
大

著
ミ
黙
す
る
は
誰
人
軋
首
肯
す
る
所
な
ら
む
。
　
（
東
窟
帝
囲
大
搬
理
科
大
墨
－

磯
行
　
償
七
．
八
○
）
（
以
上
蟹
閃
）

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
り
　
り
　
む
　
ゆ
　
　
　
り
　
　
　
　
り
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
⑱
熊
本
縣
史
蹟
調
査
報
告
　
第
一
倒
　
熊
茶
気
調
育
愈
編

　
熊
本
縣
の
史
蹟
調
査
保
存
の
曝
業
試
一
昨
年
初
己
來
同
縣
敏
育
會
に
崩
し

著
々
歩
脅
蓮
め
、
昨
年
末
怖
い
至
諺
共
の
第
一
回
の
調
査
報
告
を
馳
せ
り
。
此

の
書
菊
版
百
五
十
業
報
．
附
圏
三
十
一
赦
よ
り
成
り
、
十
数
名
の
委
負
が
大

正
六
年
九
紫
よ
り
全
七
年
三
月
に
互
ろ
期
間
F
於
て
調
査
ぜ
る
貝
糠
、
古
墳

城
祉
、
乱
淫
、
佛
閣
、
老
樹
、
古
丈
轡
、
繍
鑑
、
佛
像
等
の
餐
方
面
に
亙
β

認
講
を
載
ゼ
、
欝
欝
の
櫨
臨
跡
例
へ
ば
阿
高
麗
壌
　
聡
警
の
古
墳
等
”
卜
就
い
て

は
出
門
家
の
報
告
を
揚
げ
逸
り
。
典
の
包
捕
ぜ
る
代
に
上
は
石
器
時
代
よ
り

下
は
徳
川
時
代
に
及
び
、
選
蹟
の
極
歎
ま
糞
あ
ら
ゆ
る
方
藤
に
亙
り
て
、
從

來
戯
の
種
の
報
告
の
多
く
一
方
に
偏
ゼ
う
に
反
・
し
六
る
は
、
奥
蹟
調
費
の
主

ら
す
。
こ
》
に
論
ぜ
ん
蕊
す
「
る
省
像
識
に
自
然
に
慰
す
る
槻
擦
篇
緻
オ
録

第
四
懸
　
　
紹

介

　
意
ぶ
纏
醇
見
て
最
も
探
る
べ
鉦
・
鵜
川
ε
云
ふ
べ
く
、
本
書
の
・
儀
容
ま
℃
阿
宥
阿
畏
塚

　
の
如
き
、
八
代
中
雷
胴
の
寳
薩
院
塔
の
如
き
、
天
草
南
志
野
魁
の
如
き
興
瞭

　
あ
る
も
の
小
ノ
な
か
ら
す
。
印
刷
圏
販
脚
雌
ハ
に
鮮
明
な
る
も
四
軽
ぶ
べ
く
、
近
時
門
岡

　
襟
主
意
の
書
の
織
聖
繊
版
ぜ
ら
る
、
に
絆
し
謬
考
に
資
す
ろ
所
少
か
ら
ざ
ろ

　
べ
し
（
熊
瓜
縣
国
育
會
饗
論
駁
嚢
品
）
（
梅
原
）

　
　
　
　
　
　
⑳
難
　
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
爾
建
干
時
代
ビ
省
慷
慨
　

丈
學
博
士
原
勝
義
　

．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
華
ご
三
三
、
i
四
多
難
載
）

　
　
H
本
丈
明
ほ
王
朝
ご
徳
川
の
閥
時
代
に
於
て
の
み
進
歩
を
成
就
し
れ
ろ
に

0

　
あ
ら
す
し
て
、
観
離
の
極
の
如
く
見
倣
惑
ら
る
、
足
利
時
代
に
於
て
軋
當
幣

　
の
人
に
は
後
人
の
藩
邸
す
る
如
く
不
安
の
念
を
輿
へ
す
、
畦
代
の
特
蘇
な
る

　
聖
明
は
休
庇
す
ろ
こ
ε
な
く
蓋
果
を
縦
け
置
け
。
足
利
時
代
に
永
享
の
末
ま

　
で
を
以
て
登
り
坂
マ
」
し
、
嘉
査
の
義
敢
勝
軍
の
麟
逆
を
一
輪
、
こ
し
て
下
瞬
坂

　
に
晶
就
｝
・
認
る
も
の
ミ
見
る
べ
く
。
三
明
一
期
“
於
て
は
四
巳
に
纏
撫
階
上
の
獲
蓬
め

　
り
、
叢
薄
あ
る
姥
活
ご
共
F
穀
物
ほ
共
勢
力
を
央
ひ
つ
・
あ
り
し
な
り
。
義

　
敏
悪
業
は
淵
源
の
名
め
瞬
ミ
難
織
田
償
長
以
煎
巳
に
山
門
の
燐
打
を
命
こ
ぬ

　
る
如
き
を
見
て
も
新
時
代
の
魁
を
な
す
繁
質
め
る
畷
致
愚
蒙
限
り
し
ゃ
も
知

　
る
．
へ
か
ら
す
。
　
購
代
に
下
・
鳳
贋
幾
の
噸
蹴
を
証
謹
り
敵
る
ミ
雌
ハ
に
醐
人
主
義
が
漸
く

　
地
歩
を
占
め
写
る
時
代
な
り
副
こ
れ
宵
癩
欝
の
獲
蓬
を
途
ぐ
ろ
砕
代
な
り
．

　
　
佛
轟
よ
の
綴
W
化
・
し
騙
る
人
物
濃
ほ
こ
ふ
に
欝
隅
隅
面
ご
・
し
て
論
ず
べ
涛
・
に
ぴ

蹴
二
號

一
山
ハ
山
ル
　
（
一
二
三
七
）


